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生涯学習社会づくﾚﾉを目指します。
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(1)ふるさとに学ぶ教育(学びあい）

(2)ふるさとに生きる教育(育ちあい）

(3)ふるさとと人々 に尽くす教育(尽くしあい）

(4)ふるさとを創造する教育(造りあい）

大豊町教育委員会



公民館コーナー

平成11年度に地区公民館が実施した各行事について、公民館長から報告がありました

ものを紹介します。大変お!忙しい中、それぞれの地区公民館で特徴を出して頑張っている
様子がこの紙面からおわかりいただけるかと思います。

|西峰地区公民館｜館長永森宗雄 一」

《
１昭和60年より西|峰公民館の慣例事業と

して、毎年京柱峠付近の桜及びツツジの下

草刈りを行っており、今年度も善意の奉仕

者30名余りの出席を得、7月4日に行い

ました。京柱峠が西峰地区のシンボルとし

て定着したことは大変うれしいことであり、

町外及び県外から訪れるお客さんにも喜ば

れるところである。

Ⅱ輔麓醗請
小学生5名、中学生5名と地区民が大勢

集って西峰小・中学校にとっては最後のす

ばらしい運動会ができました。この運動会

は地区民が一同に会する年1回の行事であ

り、久しぶりの出会いや思わぬ再会など広

範囲な成果があった。
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西峰地区公民館



I屋罰唖至匿詞

辰|歪冨湾謡日(土)~8月2日(月）
健康及び老若男女の協調等を目的に、毎

年登山をしている愛好家である。登山をし

ていると、必然的により高い山を目指した

くなるものであり、昨年度は富士山登頂を

果たし、本年度は憧れのアルプス登山に3

5名が参加した。（標高2,958m)

全員が助け合い登頂し、素晴らしいご来

光に遭遇し想い出を刻んだ。

この登山を通じて2泊3日（1車中泊）

の短い期間でも、同じ目的で寝食を共にし

Fたことは､今後の公民館活動はもとより日
常生活での集落間の協調に生かせる。

金婚式を迎えられたご夫婦3組を祝し記

念品を贈呈するとともに、高齢者を敬う祝

賀会を開催した。

若い者たちが、金婚者からは半世紀に亘

る結婚生活で、また高齢者たちからは永い

経験で培った話を杯を交わしながら拝聴し

た。

また、今年も元気で再会できた喜びをか

←みしめながら、舞踏やカラオケで楽しい一
L日を過ごした。

議蛎懲雛
1覇驚緋謂会
昨年は町道梶ヶ森線路側欠壊による通行

止で中止した東豊永地区校下民運動会を再

開した。

従前の競争意識の強い競技では参加者が

少ないので、参加制限等を緩和し、誰でも

参加できるレクリエーションと位置付けて

実施、約300名が参加した。

天候にも恵まれ、地区民一同が笑いの中

で和気あいあいと親睦を深め楽しい秋の一

日を過ごした。

ニ
ー
ー

ロー

全一
二

「百－1

館長重森一宗

I’



16名の参加者で徳島県東祖谷山村の天狗塚への登山を行いました。

コメツツジが赤く染まり、笹原が三嶺まで続いており、落合峠は紅葉の真っ只中で、しばし車を留め赤い
山に見入っていました。

'豊永地区公民館l館長小笠原哲浩 l
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今年の盆踊り開催については、台風など

の度々の大雨により会場の冠水、流出、そ

の上大田ロの薬師祭りとも重なり開催が危

ぶまれましたが、地域の皆様のご協力によ

り無事開催することができました。

当日は、商店街をよさこい踊りでパレー

ドを行い、ゲートボール場にて踊り、抽選

会、また婦人会による夜店等もあり約220

名の参加者があり、異議ある盆踊りとなり

ました。
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地区民約180名の参加があり、2チーム

に分かれて開催しました。また、婦人会が

作った「ちらし寿司」「ソーメン」で参加

者全員が昼食会を行い、お互いの交流を深

め、秋の一日楽しいひとときを過ごしまし

た。

へ
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|大砂子地区公民館|館長都築正光｜

岩原、大砂子地区公民館が共同で大砂子ミズノ跡地運動場にて開催しました。当日は、晴天に恵まれ老人

会をはじめ地区民約130名の参加がありました。

婦人会の「ちらし寿司」も好評であり、特に今年は大豊町在住のベトナム人を招き、競技にも参加しても
らい例年とは違った楽しい一日を過ごしました。

｢了可弓

館長吉川正一郎



大田ロ地反公民館 館長北村正市 」

納涼薬師祭りは、27回目の開催となりました。郷土出身者で高知市で活躍している大豊クラブの方々と、

大田ロ校下民等多数の方々 の支援を受けながら、「盆踊り」「カラオケ大会」「抽選付きうちわ」「花火大会」

に地区内外から多数の方々の参加がありました。

研修旅行

平成11年8月22日(日）

しまなみ海道の開通に伴い「大山祇神社」、全国でも有数の柑橘類の産地「シトラスパーク瀬戸田」、四

季折々の花が咲く「因島フラワーセンター」への研修旅行を実施しました。

一

1圭里弓輔早需白）
29回目となる校下民運動会は、家族ぐるみ、地域ぐるみでのスポーツの振興を目指し、元気な体づくり

と校下の人々の親睦と地域づくりを目的として、6チームで22種目を競い合いました。

穴内地区公民館
I

館長森下英帆

1噸罵醇請加
穴内地区婦人会の主催による愛媛県砥部町への研修会に公民館から5名参加しました。

1至患需需嘉日）
前日に準備を行い、当日小学校の子ども

たち、先生方そして高齢者の方も参加して

いただき楽しく、そして和やかな一日を過

ごしました。

平成12年3月末をもって穴内小学校が

休校になることが校下民にとって誠に淋し

いことです。
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大杉地区公民館｜館長松岡行雄 ｜

I里震禰浮霜簡参加
第2回となる町民ふれあい運動会へ積極的に参加しましたC

l室蔑碧雪請需白）
地域の大勢の参加者があり楽しくできた。特に、自宅より近いため高齢者の参加が多くあったが、種目は
みんなが参加できるように運動量の少ない競技に変更するなど工夫が必要である。

立川地区公民館立川地区公民館|館長川井人 一」

1圭蛎雪溌雲篭9剛0月加
立川番所周辺に植えたアジサイ、土佐みずき、しゃくなげ、ツツジ等の下草刈り、勢定、施肥等の時期に

応じた作業を仕事を終えた夕方集まって一斉に実施した。

数年間、生育に応じた手入れを続けてきたが、今年は予想以上に大きくなった株の深切りを行った。次の年、

花が咲くか心配に成るくらい切り詰めた。今年限りの事業ではなく来年も、また次の年もと息の永い事業
である。

宇

川口地区公民館 館長久保美企夫 Ⅱ■■

従来、川口小学校PTAのみで行われていたのであるが、本年度は公民館も協力して6月は総勢25名で

川口小学校及びその周辺地域の草刈り等を行った。

また、9月には35名の参加で実施し、学校周辺力漢化され、運動会等の行事が楽しくできるようになった。

当日は、川口小学校体育館に敬老の方々、来賓の方々、川口小学校教職員、地区住民が集い、川口小学校

児童による歌や演劇、高知からのマジックショー、岩原神楽等を行い、楽しい一日を過ごしました。

I鼎零審需月）
川口小学校PTAとの共催で、川口小学校グラウンドにおいて多数の競技を実施しました。

当日は川口小学校関係者及び地区住民のみならず、立川地区や高知市の小学校からの生徒や保護者の参加

もあり、終日楽しく過ごしました。
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I繍謝需請
高齢者に対し、:食事サービスをするとともに婦人会や小学生によるアトラクションにより楽しく一日を過ごし

ていただき、長寿を祝福することを目的として実施しました。
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I繍謝:蹄f祷軒小学校合同運動会
普段、一堂に会する機会がない地元民や地元出身者に案内を出し、児童数の少ない小学生の運動会を地元

民全員で盛り上げることにより地域の活性化を図るために実施しました。
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｢蕊雲覇謙）
例年、天坪小学校、天坪保育所と公民館が一緒になって実施しています。より多くの住民参加を促すた

めに、農繁期前に日程を設定し、更に当日は、各競技ごとに参加賞品を渡しました。本年度は、一部ではあ

りますが、香美郡地域からの参加もあり久しぶりの賑わいを見せた。

また、閉会式において特に活躍の目立った3名を選び粗品を贈呈しました。

「ﾗー

久寿軒地区公民館 館長西岡丈

天坪地区公民館 館長香川豊彦
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平成12年2月5日土長南国PTA連合協議

会による親子職業体験が行われ、土長郡内四町

村の小学生と保護者54人が、南国市の産業機

械メーカー「垣内」と「西島園芸団地」を見学

しました。大豊町からは、20名の参加で、か

らくり人形やスターリングエンジンの試乗を行

い、物を作ったり考えたりする喜びや仕組みを

親子で学習しました。
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古代官選調査
値龍輪議会研修会
平成11年9月30日に古代官道調査保存協議会

(川之江市・新宮村・大豊町）主催で、新宮村中央

公民館を会場とし約60名の参加者により研修会が

行われました。

当日は、歴史研究家の広谷喜十郎先生により、土

佐街道の歴史と碁石茶を中心とした物流並びに観光

施設活用について学びました。

午後からは、「霧の森」産業博物館を見学し、む

かしの民具を展示してあるのを懐かしんだ。

親 子 職 業 体 験



会 体育社

梶ケ森スカイライン入り口からゆとりす

とパークおおとよまでの約6kmの道のりを、

45人が歩いて登りました。

当日は天気も良く、参加者一同、美しい

景色を見ながら自然に親しんだ1日でした。

柿本英児先生（本山町）を講師に迎えて約15名が参加し、吉野川を葛原付近から穴内川との合流付近まで

下りました。

に輪7差砿百と美杉農村広場〉
優勝ココノッツ（8勝0敗）

準優勝天神会（4勝2敗）

第3位トマトクラブ（4勝2敗）
※準優勝、第3位は得失点差による

年々チーム数が減少しており、今年度は7チームで行われました。

前期、後期日程を予定していましたが、悪天候が続き前期のみの

開催となりました。

1
19回嶺北チビッ ‐ノ、＝

<平成11年9月5日(日)･大杉農村広場相撲場＞

Tからは大豊町体育会相撲部が出場し、狼

個人3年生以下の部で宮内育大君が優勝、
と

秋山大造君が準優勝しました。
↑
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総合開会式後のソフトバレーボールの試

合をかわきりに、柔道、剣道、クレー射撃、

ゲートボール、バトミントン、ソフトボー

ル、バレーボールの8競技の大会が開催さ

れ、各大会とも熱戦が繰り広げられました。
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昨年台風のため中止になっていた第20

回にあたる記念大会が、東は室戸市から西

は葉山村まで、県下各地から約400人の

選手や保護者らが一堂に集まり盛大に行わ

れました。

大豊町体育会柔道部も参加し、個人戦小

学4年生女子の部で津芽（めい）さんが

見事準優勝しました。
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第2回大豊町民ふれあも

<平成11年11月7日(日).

秋晴れのもと、H1T民約4

分かれ盛大に開催されまし

優勝建設業チーム

準優勝農業者チーム

第3位公民館チーム

親手爽零莞蕊室

奪竿髭12隼2凋溺ヨ(圭)－諏冒(国)芯烏取県爽山爽零一場参

F
L 17組38名の町内小学生とその保護者

が参加しました。

2日とも雪が降り続くあいにくのコンデ

ィションでしたが、1日目は初心者と経験

者に別れてインストラクターから指導を受

け、2日目は約500メートルのファミリ

ーコース等を親子で楽しく滑りました。

ﾍ言う君二塁、

&響~r、鯛】
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本町からは男子2チーム、女子1チームが参加しました。

女子チームは見事準優勝に輝きました。

スピードレースではなく、自分の予想したタイムと実際のタイムとを比較して誤差を競うこの大会は、今回、
れいほ<21世紀センターから川口南工業団地を往復する約3.2kmのコースで行われました。

優勝した川井信二さん（川口南）は誤差わずか2秒というストップウオッチ顔負けの素晴らしい走りでした。
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大豊町連合婦人会

大豊町連合婦人会は、平成11年3月4日、れいほ<21世紀センターにおいて11年度代議員総会を50

名余りが出席のもと開かれ、新年度事業計画、予算等が決定された。

また、役員改選が行われ、新しく会長に黒石の西内智子さんが選ばれました。

農工センターにおいて新年度のリーダー研修会が実施され、講演会には大豊町長を講師に、「今、大豊町

連合婦人会に期待する」と題して講演が行われ、その後、関連各課長の伝達講習、高木栄子先生の料理講習

で研修会を終了しました。

その後、小川食堂で歓送迎会が行われ、なごやかな雰囲気のなかでお互いに1年間のますますの活動を誓

い合って解散しました。

||理蕊謹需謙,2月8日まで4回実施〉
“ふれる・観る。学ぶ。人生をエンジョ

イしよう”をテーマに実施しました。

第2回目は、元スポーツ派遣主事の長野

英秀先生を迎え25名の参加者でニユース

ポーツ「カローリング」を楽しく学んだ。

このスポーツは、カナダや北欧の国々で

親しまれている氷上のスポーツ（カーリン

グ）からヒントを得て誕生した新しいスポ

ーツで、体育館などの屋内フロアでよりス

リリングに楽しむことができます。ポイン

トゾーンを目標に走行させ、相手チームと

交互に投球し、ぶつけ合いをして得点を競

います。

参加者は真剣になり白熱した試合で大豊

町にも普及を望む声が聞かれました。

・詞
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I杢三濡至騰旧大豊町農工ｾﾝﾀー〉
活動の一環として「新たんこ節」で踊りに

参加、資金づくり事業の中で前日から準備を

し当日赤飯、ちらし寿司の販売をしました。

当日は、舞台部門で22団体出演し、婦人

会も会長他17名の参加で花を添えました。
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今年始めて嶺北5ケ町村で実施された。（土佐町当番）本町からも7名が参加、年間6回の研修が実施さ

れました。
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第6回の大豊での研修県連婦田中会長の講演 副会長の大豊町長からの修了証授与

、交通安全母の会の活動

＜平成11年12月15日＞

交通安全母の会では年末のキャンペーンを実施し

検問所でお餅をつき、 ドライバーにサービスしました。
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連合婦人会リーダーを対象に町内文化財の研修を実施しました。

大豊町内では、国宝豊楽寺薬

師堂をはじめとして、重要文

化財旧立川番所書院、町立民

俗資料館の民具2595点が重

要文化財となっており、まさ

に歴史と文化の町であります。

今一度、町内の文化を見直

すことで地域に誇りを持ち、

会員相互の交流を深めるため

実施されました。定福寺から

豊楽寺、そして立川番所へと

文化財めぐりは、有意義な研

修となりました。
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修理中の立川番所で
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殿様気分で記念撮影
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｢土佐藩行列図」(部分）高知県立歴史民俗資料館蔵
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大豊麗人鰯青憧童参＝
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昨年まで県教育委員会との共催で開催しておりました同和教育推進講座が、今年からは大豊町

独自の開催となり「大豊町人権教育セミナー」として平成12年1月18日から4回にわたって

実施しました。

25名の受講者の方々は、講義を受けたり、ワークショップ形式によるディスカッションやビ

デオ視聴、又今年初めて取り入れた現地研修など多種多様の講座に熱心に参加され20名が修了

証書を受け取りました。

受講者の方々は、講座をとおして、人権確立への意欲を高められたことと思われます。

第1講座1月18日（火）
｢くらしのなかの人権問題について考えてみよう｣22名

第2講座1月24日（月）
｢部落差別をなくす､人権文化を育んできた歩みについて学ぼう」23名

第3講座2月10日（木）

｢自分自身が部落問題の解決、
人権確立のためにどのように行動していけばよいか｣17名

戸言

第4講座2月25日（金）
｢部落問題を地域から学ぼう」19名
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